
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































度発足当初の 1903 年には、官立 8 校、公立





















































































































終戦からわずか二カ月後、1945 年 10 月
































































































表 1  戦後の私立学校在学者の比率の推移
年 幼稚園 小学校 中学校 高校 短期大学 大学
1955 年 62.6％ 0.3％ 3.1％ 19.7％ 81.1％ 59.7％
1960 年 68.3　 0.4　 3.5　 28.7　 78.7　 64.4　
1970 年 73.6　 0.6　 3.0　 30.4　 90.1　 74.4　
1980 年 73.4　 0.5　 2.9　 28.1　 90.9　 75.0　
1990 年 78.1　 0.7　 3.8　 28.7　 91.4　 72.7　
2000 年 79.1　 0.9　 5.7　 29.4　 91.2　 73.3　
2005 年 79.6　 1.0　 6.7　 29.9　 92.7　 77.7　
2010 年 81.3　 1.1　 7.2　 29.8　 94.1　 77.3　




















































































































































































































































































































































大学 512 校、短大 475 校、高専 5 校.、中等
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